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１０１０１０１０月月月月    主主主主    題題題題        「「「「    伝え合う喜び伝え合う喜び伝え合う喜び伝え合う喜び    」」」」    

『 わたしがあなたがたを愛したように、互いに愛し合いなさい。これがわたしの掟である。 』        

新約聖書  ヨハネによる福音書 １５章１２節 

 

「「「「    優しい心を育む優しい心を育む優しい心を育む優しい心を育む    」」」」    

    

    現在、私たちの生きる社会では、様々な分野で情報が多様化し、日々の生活においても利便性や効率

化ばかりが求められています。けれど一方では、人間関係における希薄化（きはくか）や形骸化（けい

がいか）が進み、人々の繋がりも益々複雑なものとなっています。例えば、地域社会における繋がり、

夫婦の関係、更には親子の関係も全く例外のことではありません。それは何も、私たち大人が感じてい

るだけではなく、子ども達自身も同じように感じていることではないでしょうか。 

今の時代に失いつつあることは、人が人らしく生きる基本軸である、と言われています。その人生の

基本軸が失われてしまうと、人が人らしく生きていくどころか、他者との関わりにおいても難しくなっ

てしまうことでしょう。 

今月の聖句は、イエス様が弟子たちに向かって、『『『『    わたしがあなたがたを愛したように、互いに愛わたしがあなたがたを愛したように、互いに愛わたしがあなたがたを愛したように、互いに愛わたしがあなたがたを愛したように、互いに愛

し合いなさい。これがわたしの掟である。し合いなさい。これがわたしの掟である。し合いなさい。これがわたしの掟である。し合いなさい。これがわたしの掟である。』』』』と教えられた有名なみ言葉の一つです。 

 聖愛保育園では、毎朝、一日の始まりを子ども達と一緒にお祈りを捧げてから始めます。それは、目

に見えない神さまやイエス様との関わりを通して、子ども達の心の中に『 畏敬の念 』（※）を抱かせ、

それによって、人との関係を豊かに育むことの出来る「優しさ」を伝えています。 

 「優しい」と言う言葉は、本来、人の憂（うれ）いを共感できる意味で使われますが、他人のことを

いつも心に掛けることの出来る能力や姿勢は、育てられ、学習されていくものです。特に、そのような

芽は、幼い時に表れてきます。 

 例えば、枯れてしまった花を折り、あっさりゴミ箱に捨ててしまった先生を見て子どもは「お花がか

わいそう」と叫ぶ場合があります。あるいは、ゆで卵を食べていた子どもが「ああ丸いお月様が白いお

城に閉じ込められている。出してあげよう」と言って、黄身（きみ）を取り出します。また、牛乳をこ

ぼした友達が先生に叱れているのを見て、一人の子どもが「僕の分を半分わけてあげる」と申し出る場

合など。 

 子どもは、いつでも純真で優しい心を持っています。そのような芽を幼い日に育てたい、と言う思い

を持って、日々私たち職員は保育の働きを行っています。 

 けれど、今の時代は、むしろ反対の躾（しつけ）や教育がなされている

ことが多いのではないでしょうか。 

具体的に言えば、「人のことを考えずに自分のことを考えなさい」、「誰が

一番早くできるか」。このような言葉は全て、子どもの心に競争の原理を教

えていく結果となり、人と人との間に優しい心が失われていく原因にもな

ります。喜びも悲しみも他の人と共有できる子どもを育てていくためには、

子どもは常に共感できる環境の中で過ごすことが大切となってきます。 

子どもをいつでも受け入れ、問いに答えてやり、よく話を聞き、話しかけ、一緒に遊び、仕事を分担

し合う一体感を持った暖かい環境の中で思いやりや優しい心は育てられていくのです。 

親や周りの大人が、小さなことにも心を配り、子どもの心の叫びや痛みに気付き、励ましを与えてい

くならば、その子どももまた人の悲しみが分かるようになります。自分の喜びや他人の喜びを分かち合

うことを多く経験すれば、子ども同志の中に友情が芽生えていきます。 

そのような生活の場を親や周りの大人は、子ども達のために、常に整えていくように心掛けなければ

なりません。 

そして、一人ひとりの優しい心が広がって行けば、世界が平和になることを子ども心に感じることが



出来るのではないでしょうか。人に対する優しさや思いやりを持つことの出来る子どもは、この世で宝

のように尊い存在である、と私はいつも思っています。 

聖愛保育園で過ごしている子ども達一人ひとりが、いつも神さまの大きな愛に触れて、神さまを愛す

ることが出来ますように。そして神さまの温もりの中で、優しい心を持って隣人を包み込めるような人

へと成長してほしい、と願っています。 

（※）畏敬の念…（※）畏敬の念…（※）畏敬の念…（※）畏敬の念…人間の力を超えた、人間の力を超えた、人間の力を超えた、人間の力を超えた、超越的な存在（神や仏）を尊いものと見なして敬うこと。超越的な存在（神や仏）を尊いものと見なして敬うこと。超越的な存在（神や仏）を尊いものと見なして敬うこと。超越的な存在（神や仏）を尊いものと見なして敬うこと。    

 

行行行行 事事事事 予予予予 定定定定    �                                                     

◎１０月３０日（水）劇団クラルテ 

●１１月 １日（金）芋掘り（雨天の場合は、変更致します） 

●１１月 ６日（水）英会話（ゆり組、すずらん組） 

●１１月 ６日（水）第三回保護者役員会  １９時～ 

●１１月 ７日（木）合同礼拝 

●１１月 ８日（金）歯科検診 

●１１月１０日（日）児童祝福式礼拝児童祝福式礼拝児童祝福式礼拝児童祝福式礼拝        １０時１５分～１０時１５分～１０時１５分～１０時１５分～ 

 ※ 由布院教会の日曜礼拝には、どなたでも参加できます。関心のある方は、各クラス担任までご相談下さい。 

●１１月１１日（月）防火パレード 

●１１月２０日（水）英会話（すずらん組） 

●１１月２１日（木）避難訓練 

●１１月２１日（木）就学児童（すずらん組）健康診断  午後～ 

●１１月２８日（木）収穫感謝合同礼拝・誕生日会収穫感謝合同礼拝・誕生日会収穫感謝合同礼拝・誕生日会収穫感謝合同礼拝・誕生日会 

●１１月２８日（木）園医による健康診断        午後～ 

○１２月 ４日（水）英会話（ゆり組、すずらん組） 

○１２月 ５日（木）合同礼拝（以上児クラス） 

○１２月１１日（水）英会話（すずらん組） 

○１２月２１日（土）保育園クリスマス祝会保育園クリスマス祝会保育園クリスマス祝会保育園クリスマス祝会 

○１２月２４日（火）合同礼拝・誕生日会 

○１２月２５日（水）教会学校・卒園児クリスマス祝会教会学校・卒園児クリスマス祝会教会学校・卒園児クリスマス祝会教会学校・卒園児クリスマス祝会 

※ 保育園行事に参加される保護者の皆さまは、早めにご予定を入れて下さいますよう宜しくお願い致します。 

 

� おおおお 知知知知 らららら せせせせ 

☆ 新入園児のお友だちを紹介します。宜しくお願い致します。 

・ ちゅうりっぷ組 佐藤 素子（さとう もとこ）ちゃん 

・ すみれ組    山口 陽菜（やまぐち ひな）ちゃん 

☆ 最近、朝夕の送迎時に、大変混み合う時間帯があります。送迎時に、クラス担任とお話しされる方は、まことに

申し訳ございませんが、保育園（職員用）の駐車場保育園（職員用）の駐車場保育園（職員用）の駐車場保育園（職員用）の駐車場にお止め下さいますよう宜しくお願い致します。 

☆ 先日、悪天候の中、【秋の【秋の【秋の【秋のふれ合いふれ合いふれ合いふれ合いバス遠足バス遠足バス遠足バス遠足】】】】を県立農業文化公園の屋内施設で行うことが出来、又、多くの方々

がご参加して下さり、心より感謝致します。 

☆ 毎週日曜日、午前９時から９時３０分まで子ども達の教会学校を行っています。 

静かな朝、神さまを礼拝し、神さまの愛と祝福を味わうひと時をご一緒に過ごしてみませんか。 

関心のある方は、小森 牧師か利光 先生までご連絡下さい。 

ennpoennpoennpoennpouuuu Seiai ((((２０１３・１０・２９))))    


